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【発信：東御市企画振興部企画振興課】
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報道機関 各位

東御市からのお知らせ

タイトル
東御市と公立大学法人長野県立大学との連携協力に関する包括協

定の締結及び締結式について

日 時 令和６年２月６日（火）午前 11 時～

場 所 東御市役所 公室 送信枚数４枚(本書含む)

【内容】

東御市と長野県立大学は各々が持つ資源の相互活用と人的交流をとおして、

地域社会の発展と人材育成を図るための包括協定を締結することとしました。

協定内容は、別紙１「包括協定書」のとおり。

また、これに係る締結式を別紙２により執り行います。

【問合わせ先】

担当部課： 東御市 健康福祉部健康保健課 担当者：永島

TEL：0268-64-8883 FAX：0268-64-8880 E-mail：kenko-hoken@city.tomi.nagano.jp



公立大学法人長野県立大学と東御市との包括連携協定締結式

日時：令和６年２月６日（火）

午前 11 時から 11 時 30 分

場所：東御市役所 公室

１ 開式

２ 出席者紹介

３ 協定内容の説明

４ 協定書の署名

５ あいさつ

東御市長

公立大学法人長野県立大学理事長

６ 記念撮影

７ 閉式

【出席者】

〇公立大学法人長野県立大学

・理 事 長 安藤 国威（あんどう くにたけ）

・学 長 金田一 真澄（きんだいち ますみ）

・大学院健康栄養科学研究科准教授 今村 晴彦（いまむら はるひこ）

〇東御市

・市 長 花岡 利夫（はなおか としお）

・健康福祉部長 井出 政之（いで まさゆき）

・公益財団法人身体教育医学研究所 岡田 真平（おかだ しんぺい）



公立大学法人長野県立大学と東御市との連携協力に関する包括協定書

公立大学法人長野県立大学と東御市（以下「両者」という。）は、相互の連携及び

協力に関する基本的事項について、次のとおり包括協定を締結する。

（目的）

第１条 この協定は、両者が包括的な連携と協力のもと、各々の資源の相互活用と人

的交流を行い、豊かな地域社会の形成・発展と人材育成に寄与することを目的とす

る。

（連携・協力事項）

第２条 両者は、前条の目的を達成するため、次の事項について相互に連携協力する

ものとする。

(1) 食及び健康に関すること

(2) 教育及び保育に関すること

(3) 地域文化の振興及び生涯学習に関すること

(4) 地域産業の振興及びまちづくりに関すること

(5) 学術研究の推進に関すること

(6) インターンシップ等の現地学習に関すること

(7) 学生の地域での活動に関すること

(8) その他、目的を達成するために両者が必要と認める事項

（実施条件）

第３条 両者は、前条に掲げる事項の個別事業の実施に係る条件及び経費負担等につ

いて別途協議し、個別協定を交わすことができる。

（協議事項）

第４条 両者の連携協力による事業を円滑に推進するため、両者の求めに応じ協議の

校章

(案)



場を設けるものとし、その運営は両者の当該事業担当部署において実施する。

（有効期間）

第５条 この協定の有効期間は、協定締結の日から３年間とする。ただし、この協定

書の有効期間満了の１か月前までに、両者のいずれからも別段の申し入れがないと

きは、この協定は自動的に１年間更新するものとし、以後も同様とする。

（守秘義務）

第６条 両者は、正当な理由なく、この協定に基づく業務で知り得た秘密及び関係者

の個人情報を第三者に提供もしくは漏洩し、又は第１条に規定する目的以外に利用

してはならない。

２ 両者は、この協定が前条の有効期間の満了等により効力を失った後も、前項の規

定による秘密保持等の義務を負う。

（その他）

第７条 この協定に定めのない事項及びこの協定に関する疑義が生じたときは、両者

が別途協議のうえ定める。

この協定の締結を証するため、本書を２通作成し、両者が署名押印のうえ、各々そ

の１通を保有する。

令和６年 月 日

長野県長野市三輪８丁目 49-7

公立大学法人長野県立大学

理 事 長

長野県東御市県２８１番地２

東御市

市 長


